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（１）H4エリアタンク漏えい箇所の調査状況
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タンク漏えい箇所の調査状況

これまでの調査状況は以下のとおり。

 底板
バブリング試験ではリークパスは確認できなかったが、バキューム試験の結果、リークパ
スの可能性がある箇所（ボルト２箇所）を確認した。

シーリング材の変形・破損、ボルトの緩み（5本）、比較的高線量の部位が確認されたが、
上記リークパスとは異なる位置で確認されており、現時点では明確な因果関係は確認され
ていない。

⇒ 解体時に継続して調査を行う。

 側板
漏えい確認後の目視において、側板部の漏えいは確認されなかった。
側板１段目の外表面の線量測定の結果、側板と側板フランジの溶接部近傍で比較的線量の
高い箇所（約40mSv）が１箇所確認されたため、当該部のバキューム試験を行なったが、
リークパスは確認されなかった。

側板1段目の内表面（縦継手近傍）の一部に発錆を確認した。

⇒ 内表面に発錆が確認されていることから、解体後に内表面の状況を継続して調査する。

 連結管
連結管を繋ぐ隔離弁本体及び連結管自体に汚染水の漏えいを示唆する様な高い線量は確認
されず、漏えい箇所ではないことを確認した。
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調査結果①（底板バキューム試験結果）

底板フランジ部等に泡を塗布し、底板下部を吸引したところ、隣り合うボルト２
箇所から泡の吸い込みを確認した。

底板

側
板

内側
外側

：底板フランジ部
：補強部材

底板下部の吸引
（約-0.03MPa）

底板底板

水膨張性止水材

水膨張性シーリング材

シーリング材

コンクリート基礎部 コンクリート基礎部

シーリング※

底板下部の吸引

泡

開口部から泡が

吸い込まれる

シーリング※

※：コーキング・モルタルを撤去し、
防水テープによるシールへ変更

180°

90°
270°

0°

泡の吸い込みを確認

泡の吸い込み部

側板
溶接部

底板
溶接部
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漏えい箇所の詳細調査（ボルト取外し後調査）

 漏えいパスが確認された底板ボルト２本を取り外し、外観目視及びバキューム試験を実施
した。

 外観目視の結果、ボルト穴下部に、幅：約３ｍｍで長さ：約２２ｍｍ（マンホール側）と
幅：約２～３ｍｍで長さ：約１１ｍｍ（反マンホール側）の開口部が確認された。

 バキューム試験の結果、確認された開口部から泡の吸引があることを確認した。

マンホール側

Ａ

ナット側 ボルト側

Ｂ

マンホール

泡の吸い込みを
確認したボルト

Ａ方向からの外観、バキューム試験状況

泡の吸い込み有り

泡の吸い込み有り

B方向からの外観、バキューム試験状況

底板底板

コンクリート基礎部

フランジ

長さ
幅
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底板解体時の確認結果

 底板の解体作業に伴い、フランジ部にＰＴ剤（浸透液）を塗布してリークパスの可能性有
無を確認した。

 解体時の目視確認の結果、既に確認されているリークパス部以外にリークパスとなるよう
な部位は確認されなかった。

 リークパス部は、パッキンの飛び出し、及びフランジ面の発錆が確認された。

底板内面フランジ部ＰＴ塗布状況

解体状況（底板Ｂ側） 解体状況（底板Ａ側）

タンク内側

タンク外側タンク外側

タンク内側

マンホール

泡の吸い込みを確認
したボルト位置

泡の吸い込みを確認
したボルト位置

底板Ａ

底板Ｂ
底板Ａ

発錆、PT材の残留

解体前のリークパス部底板裏面

パッキンの飛び出し

底板底板

コンクリート基礎部

浸透液
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8 9 106 7517 18 19

No.10タンク調査

タンク解体

42 3302928272524232120

タンク解体中・解体後調査

・シーリング材剥がし

・フランジ面間測定・段差測定

・ボルトトルク測定

・ボルト抜出し（泡吸込み箇所）

・側板１段目フランジ面確認（目視、PT）

・底板フランジ面確認（目視、PT）

・コンクリート基礎確認（目視、線量）

側板２～４段目解体

・フランジ面線量測定（側板2～4段目）

タンク解体前調査

・外観目視、ボルト打診、線量測定

・底板バキューム

・側板バキューム

・底板局所バキューム（ボルト緩み部）

・緩んだボルトの隙間確認

12622調査項目

タンク漏えい原因調査工程

今後は解体中、及び解体後を伴う調査を実施していく。

装置準備

底板バキューム

底板局所バキューム

作業準備

※

側板バキューム

底板バキューム（解体中）準備

側板１ 底板

目視確認、ボルトトルク確認

調査準備 残水処理 解体

※ 解体中・解体後の調査工程については、天候により変更の可能性あり
※ 調査の実施に加え、要因評価のため適宜解析・模擬試験等を行う

目開き調査

コンクリート基礎確認

準備 準備

側板バキューム
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【参考】フランジ型タンクタイプ別の平面図（H1～6エリア、H9エリア、Eエリア）

漏えいタンク

＜凡例＞

５年間漏えいなく貯蔵で

きるものを要求（TYPE3,4,5）

要求がないもの（TYPE1,2）
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【参考】フランジ型タンクタイプ別の平面図（Bエリア、Cエリア、Ｇ4,Ｇ6エリア）

G4

＜凡例＞

５年間漏えいなく貯蔵で

きるものを要求（TYPE3,4,5）

要求がないもの（TYPE1,2）
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（２）港湾内・外および地下水の分析結果について
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モニタリング計画（サンプリング箇所）

 

1u 2u 3u 4u

※1

※1

※1

1号機 2号機 3号機 4号機

※2

※1

※1

※1

※1
※1

海洋への影響をモニタリング

港湾内の放射能濃度の分布をモニタリング

港湾内への影響の監視

地下水濃度の監視

サブドレン（地下水）の監視

○は継続地点、□は追加する地点を示す。

※1 天候により採取できない場合あり。

※ 2 海側遮水壁工事の進捗により採取場所を変更するが

当面は従来地点も併行測定。

測定項目及び頻度

1回/月1回/週1回/週1回/週

Sr90H-3全βγ線

※必要に応じて測定頻度を見直す

6号機 5号機
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港湾内・外の海水濃度測定結果

至近の測定結果（ベクレル/リットル）（H25.10.1現在）

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／24採取分)

ﾄﾘﾁｳﾑ： ND (9／24採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND  (9／30採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND  (9／23採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／24採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ： ND  (9／24採取分)

全ﾍﾞｰﾀ： 200  (9／30採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ： 670  (9／23採取分）

全ﾍﾞｰﾀ： 310  (10／1採取分表層）
ﾄﾘﾁｳﾑ： 1,200  (9／29採取分表層）

シルトフェンス内側(１～4号機）
全ﾍﾞｰﾀ：①330, ②350, ③240, ④170

(9／30採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ：①1400, ②1300, ③290, ④310

(9／23採取分) ①～④：号機

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／24採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ： ND  (9／24採取分)

全ﾍﾞｰﾀ： 170 (9／30採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ： 570  (9／23採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／24採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ： 4.0  (9／24採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND
(9／30採取分)

ﾄﾘﾁｳﾑ：ND
(9／23採取分)

全ﾍﾞｰﾀ： 53  (9／30採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ： 230  (9／23採取分)

全ﾍﾞｰﾀ： 410 (10／1採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ： 1,700 (9／29採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／24採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ： 4.7  (9／24採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／28採取分)

ﾄﾘﾁｳﾑ： ND (9／28採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／28採取分)

ﾄﾘﾁｳﾑ： ND (9／28採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：ND（9／28採取分)

ﾄﾘﾁｳﾑ： ND (9／28採取分)

全ﾍﾞｰﾀ： ND  (9／30採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ： 23  (9／23採取分）

全ﾍﾞｰﾀ：19 (9／30採取分)
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND (9／23採取分
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タービン建屋東側の地下水濃度測定結果

シルト
フェンス

地下水採取点

海水採取点

No.1-4 No.1-16
No.1-2

：地盤改良
：海側遮水壁矢板打込
（10月2日現在)
：ウェルポイント

No.2 No.3

全ﾍﾞｰﾀ： 290
(9／29採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ： 720
(9／25採取分）

７／４採取

全ﾍﾞｰﾀ：ND
(9／5採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：1,100
(9／5採取分）

全ﾍﾞｰﾀ：16万 (9／30採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ： 27万 (9／26採取分）

ｾｼｳﾑ134： 520
ｾｼｳﾑ137：1,200 (9／30採取分）

全ﾍﾞｰﾀ：560 (9／30採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：33万 (9／26採取分）
5月に50万ﾍﾞｸﾚﾙ／ﾘｯﾄﾙの高濃度ﾄﾘﾁｳﾑ検
出

全ﾍﾞｰﾀ：45万
(9／30採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：43,000
(9／26採取分）

ｾｼｳﾑ134：ND
ｾｼｳﾑ137：2.3

(9／30採取分）

至近の測定結果（ベクレル/リットル）（H25.10.1現在）

全ﾍﾞｰﾀ：ND
(9／25取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ： 130
(9／25採取分）

No.3-4

全ﾍﾞｰﾀ：ND
(9／29採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：360
(9／25採取分）

No.2-6

No.1

No.1-5

全ﾍﾞｰﾀ： 820
(9／5採取分)

ﾄﾘﾁｳﾑ：23,000
(9／5採取分）

ｾｼｳﾑ134： 50
ｾｼｳﾑ137： 110

(9／5採取分）

No.0-1

全ﾍﾞｰﾀ：240
(8／22採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：21,000
(8／22採取分)

全ﾍﾞｰﾀ： 170
(9／29採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：20,000
(9／15採取分)

No.1-8
全ﾍﾞｰﾀ： 24

(9／29採取分)

ﾄﾘﾁｳﾑ： ND
(9／15採取分)

No.0-2

No.1-9

全ﾍﾞｰﾀ： 140
(10／1採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ： 550
(9／29採取分）

No.1-11

全ﾍﾞｰﾀ： 32
(9／30採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ： 55,000
(9／26採取分）

全ﾍﾞｰﾀ：1,500
(9／30採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ： 1,900
(9／16採取分）

No.2-5

全ﾍﾞｰﾀ：32,000 (9／29採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ： 測定中 (9／29採取分）

ｾｼｳﾑ134： 3.1
ｾｼｳﾑ137： 6.9 (9／29採取分）

H23.4.2
漏えい確認箇所
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地下水の濃度分布（地点比較）

地下水の濃度分布（地点比較）

0

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

B
q/
リ
ッ
ト
ル

H-3
全β
Cs-137

0-1 1-21-1 1-3 1-4 2 3

H-3の告示濃度

Cs-137の告示濃度

2-1 3-11-5

（H25.10.1現在）

1 1-8
ｳｴﾙ
ﾎﾟｲﾝﾄ

0-2 1-9 3-41-11

Sr-90の告示濃度

2-61-16 2-5

調査孔No.

1,2号機間 2,3号機間 3,4号機間1号機北側

○No.2-5の全ベータはNo.1-5の初期値と同レベル。
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（３）緊急対策の進捗および計画
（２号機分岐トレンチ・護岸エリア・地下水バイパス）
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護岸エリア全体図
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２号機分岐トレンチ施工位置図

2号機立坑Ｂからの分岐トレンチにおいて閉塞作業を実施（8/29～）
9/30に２号機分岐トレンチの閉塞を完了

22号立坑号立坑BB

22号分岐トレンチ号分岐トレンチ

施工範囲施工範囲

#2スクリーンポンプ室
#1スクリーンポンプ室
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２号機分岐トレンチの状況

鳥瞰図

コンクリート充填
（キャッピング）

H23.6 実施済

砕石充填済み
H23.6 実施済

分岐トレンチ閉塞
コンクリート充填（今回実施）

２号機スクリーンポンプ室

２号機タービン建屋

２号機Ｂ立坑

２号機Ａ立坑

主トレンチ（海水配管トレンチ）電源ケーブル管路

タービン建屋の汚染水が主トレンチを経由して分岐トレンチに流入しないよう
にすることを目的として、H23.6に２号機立坑Bに採石を投入した後、キャッピ

ングを行った。

今回、その上部の分岐トレンチ閉塞を実施（図中ピンク部）
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１

２

３４５

６

立坑B

１

２

３４５

６

立坑B

海側

水中ポンプにより残水移送

充填材打設

１

２

３４５

６

立坑B

１

２

３４５

６

立坑B

海側

充填材打設

・分岐トレンチに滞水している汚染水を
２号機タービン建屋に移送
・充填材打設孔①から順次充填材を打設。
・充填後、残水位の状況を確認し、移送を実施。

・充填材注入孔よりトレンチ上部の充填を実施。
・立坑Bより充填材を打設。

２号機分岐トレンチ閉塞施工手順

施工ステップⅠ

施工ステップⅡ

削孔後の施工手順について

砕石
（既設）

OP+4 m

OP+7 m 充填材打設

約40m

水中ポンプ

立坑B

（海側）

（建屋側）

①②③④⑤⑥
OP+3 m

高流動モルタルほか
（既設）

砕石
（既設）

OP+7m

約40m

立坑B

（海側）

充填材打設 充填材打設

OP+4 m

（建屋側）

①②③④⑤⑥

高流動モルタルほか
（既設）

充填材打設

平面図

断面図

平面図

断面図
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２号機分岐トレンチ閉塞施工完了状況（９月３０日）

写真 ①

グラウト充填部完了（閉止板設置） 写真 ①

グラウト充填 施工状況 グラウト充填 施工状況
参考参考
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護岸エリア対策の進捗および計画 [１－２号機間進捗] H25.10.2現在

⑤地盤改良（山側）：0本／167本
（H25.11末 完了予定）

①地盤改良（海側）：228本／228本
（H25.7.8 ～ 8.9 完了）

③地盤改良（山側）:118本／337本
（H25.8.13～ 工事着手）

（H25.10末 1列目完了予定）
（H25.11中 2列目完了予定）

②ウェルポイント：28基／28基
（H25.8.15～ 稼働開始）

施工完了数／計画数
（工程）

④支障物撤去（山側）
[昼作業]

(H25.8～H25.10中 予定)

※施工範囲は現場状況により変更の可能性あり
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①地盤改良（海側）：167本／249本
（H25.8.29 ～ H25.11末 予定）

④地盤改良（山側）：5本／447本
（H25.10上 ～ H25.12上予定）

②ウェルポイント：29基／29基
（稼働準備完了）

護岸エリア対策の進捗および計画 [２－３号機間進捗および計画]

③支障物撤去（山側）[昼作業]
（H25.８.22 ～ H25.10末予定）

※施工範囲は現場状況により変更の可能性あり
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①地盤改良（海側）：29本／132本
（H25.8.23 ～ H25.10中 予定）

②ウェルポイント：7基／7基
（稼働準備完了）

④地盤改良（山側）
（H25.10上 ～ H25.11下 予定）

護岸エリア対策の進捗および計画 [３－４号機間進捗および計画]

③支障物撤去（山側）[昼作業]
（H25.8.22 ～ H25.10上 予定）

※施工範囲は現場状況により変更の可能性あり
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地下水バイパスの施工進捗状況

（C）GeoEye/日本スペースイメージング

1 2 3 4

5
6

7
8

10

9

11 12

A系統

B系統

C系統

：揚水井（設置完了・水質分析完了）

：配管ルート（施工完了）

：一時貯留タンク（設置完了）

：観測井（新設孔設置完了）

： 〃 （ｻﾌﾞﾄﾞﾚﾝﾋﾟｯﾄ内水位測定箇所）

■実施中の主な作業（9/26時点）

・揚水井設置完了（12/12箇所）

・一時貯留タンクの水質分析完了（3/3系統）
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12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月以降

A系統

B系統

C系統

平成25年度

揚水井設置

地下水バイパス稼働

項　目
平成24年度

揚水・移送
設備設置

設置工事
試運転・水質確認

設置工事
試運転・水質確認

設置工事
試運転・水質確認

設置工事

関係者のご理解を得て、順次稼働開始

掘削完了

設置完了

設備点検

設備点検

設備点検

全体スケジュール

■現在の状況（9/26現在）
・現状の進捗状況は以下の通りであり、関係者のご理解を得てから稼働する計画である。
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（４）多核種除去設備の今後のスケジュールについて
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全体スケジュール

腐食対策工事（犠牲電極設置）、吸着材充填作業、系統水張り（9/19
～）を並行して実施し、通水試験（9/23～）の後、ホット試験を開始
（9/27開始後ポンプ流用低下事象発生、9/30より再開）

15 22 29 上 中 下 上 中 下

Ｃ系統

Ａ系統

Ｂ系統

10月 11月9月

吸着材充填

系統水張・漏えい確認

ホット試験

犠牲電極設置

バッチ処理タンク補修

ホット試験準備

ホット試験

腐食対策確認

バッチ処理タンク補修

ホット試験準備

ホット試験

試運転準備
開始

通水試験

9/23

9/27～

9/19 ▽C系スラリー移送ポンプ流用低下事象発生

△
9/30再開
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バッチ処理タンク２Ｃ内部点検結果

ゴムパッドが
離脱

ドレン孔

足場設置用
ゴムパッド(４箇所)

梯子用
ゴムパッド
(２箇所)

足場設置用
ゴムパット(４箇所)

ライニング補修用

パッド

バッチ処理
タンク

高さ
約6m

直径約3m

上部から
撮影

攪拌器

スラリー
移送配管

バッチ処理タンク概要

 内部点検の結果、ゴムライニング施工時に設置した仮設梯子下端のライニング損傷防止
用のゴムパッド（20cm×20cm程度、厚さ3mm）２枚のうち１枚が外れ、ドレン孔付近に
あることを確認。

仮設足場下端のライニング損傷防止のためのゴムパッド（４箇所）は接着剤により設置
されており、いずれも所定の位置にあることを確認。
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原因および対策

１．原因

バッチ処理２Cタンク内へ昇降用はしごを協力企業（ａ班）が設置した。内面腐食防
止用のライニングを保護するために、はしご下端部に保護用ゴムパッドを黒色テープ
により固定した。

仮設はしご取り外し前に当社および元請け企業が内部確認を行ったが、ライニングの
異常や異物のないことを確認したものの、この保護用ゴムパッドははしご取り外し時
に外されるものと考えていた。

翌日、仮設はしご取り外し後に、元請け企業、協力企業（ｂ班）が内部確認を行った
が、保護用ゴムパッドは本設品と考え、取り外すことなくマンホールを閉鎖した。

当社も最終的な内部確認をすべき、あるいは保護用パッドの取り外しを明確に指示で
きていなかった。

２．対策

類似のゴムライニング施工をしたタンク（１Ｃ）については仮設足場側に保護用ゴム
パッドをつけており、はしごの取り外しと同時に保護用パッドが外されていた。今後
は同様の施工方法に改善する。

保護パッドのような仮設物と本設物とを色別確認できるように管理する。

内部確認を含め、最終作業後の確認者（トータルラストマン）を選任する。
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タンク内で確認されたはしご下端のゴムパッド

離脱した梯子用ゴムパッド

（ドレン孔付近で発見）

離脱せず当初の場所に残っていた

梯子用ゴムパッド

（固定されていたテープを

取り外し、寸法測定を実施）
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今後の運転について

A系統処理再開に向けて、A系吸着材※交換の際に排出される廃液をＣ系バッチ
処理タンクで受け入れることから、運転モードを循環待機モードに変更し、RO

濃縮水受入を一時的に中断する（HIC交換時の運転モードと同様）

吸着材の交換が終了次第、RO濃縮水処理を再開予定
※吸着塔7,8,10,11,12,14

29 30 1 2 3 4 5 6 7 8

ALPS
Ｃ系統

10月9月

運転状態

バッチ処理タンク
閉塞事象対応

処理再開▽

▽
HIC交換
(処理中断)

運転状態
A系吸着材
交換による
処理中断

A系吸着材交換作業が
終了次第、C系処理再開
（日時は変更の可能性あり）

▽
HIC交換
(処理中断)

▽
HIC交換
(処理中断)

▽
HIC交換
(処理中断)

今後もA系ホット試験準備のため、

短時間の処理中断を行うことがある
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（５）サブドレン他浄化設備等の工事着手について
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サブドレン他浄化設備について

 廃炉措置等に向けた中長期ロードマップ記載事項「サブドレン浄化設備の設置を
含めたサブドレン設備の復旧工事」として、サブドレン他浄化設備について、以
下を実施する。

 特定原子力施設に係る実施計画の申請（平成25年10月中旬予定）

 現地工事の着手 （平成25年10月下旬予定）

※１ 塔構成については検討中（ＣｓまたはＳｒ、あるいはＣｓとＳｒの両方を吸着）

系統構成概略図

浮
遊
物
質
除
去

フィルタ（前処理）

１～４号機
サブドレン Cs

粗
取
り

Sr
粗
取
り

Cs
・
Sr
吸
着
※1

Cs
・
Sr
吸
着
※1

Cs
・
Sr
吸
着
※1

Sb
吸
着

重
金
属
吸
着

受け
タンク

上記系統と同様

浮
遊
物
質
除
去

ポンプ ポンプ

吸着材

海側遮水壁
廻り地下水
ドレン

サ
ン
プ
ル
タ
ン
ク
へ

（
海
洋
放
出
も
含
め
検
討
）

サブドレン
他浄化設備集水設備
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Ｈ２５

浄化設備

設置工事

下期

Ｈ２７

下期 上期

Ｈ２６

許認可関係

全般

上期期

年度

スケジュール

陸側遮水壁設置完了予定
（H27上期末）

海側遮水壁設置完了予定
（Ｈ26.９末）

特定原子力施設に係る実施計画申請（H25.10）

地盤改良工事

稼動（H26.９）

使用前検査申請（H25.12予定）

現地工事着手（H25.10）

建屋設置工事

設備設置工事
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【参考】主要仕様

※１ 汚染の原因となっている放射性物質が除染処理によって除去される程度を示す指標
※２ 代表核種の想定値（現在実施中のラボスケール試験等を踏まえ確定）

Cs-137： 10４ 以上※２

Sr-90 ： 10３ 以上※２
除染係数※１

廃フィルタ： コンクリート製容器または金属製容器に保管

廃吸着材 ： 吸着塔（金属製容器）のまま保管
廃棄物の保管

Ｃs-137： １Bq/L 以下※２

Sr-90 ： １Bq/L 以下※２
設備出口の放射能濃度

1,200m3/日（１系統あたり）
設計処理量

（100％流量）

内容項目


